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要 約

 画像処理技術をジャカード織物組織の生成に導入することで，伝統的なジャカード織物の設計手法とは異なり，織

物構造がシームレスに推移し階調変化を実現する手法をこれまでいくつか開発した．これらの技術シーズについては，

その技術的な有用性が実証されてきたが，それらを生産者が新商品開発や販路開拓活動にどのように役立てれば良い

かについては，これまでの研究では踏み込んだアプローチがなかった．そこで本研究は技術シーズを用いた新商品開

発と販路開拓を行い，また技術シーズを活用するツール開発を行った．  

 

1. 緒 言 

 山梨県織物産地は，甲斐絹をルーツとする伝統技術を

活かしカーテン，衣料用生地，ネクタイ，傘，ストール

等を高級市場向けに生産している．近年下請けから提案

型への転換が求められる中，従来の取引先からの受注量

は縮小しており，産地企業は提案力の高度化と，新市場

開拓の双方に対応する必要がある．そこで本研究では，

試作開発の高速化・高度化による競争力強化，新市場・

新規顧客の開拓を支援し，従来と異なる新市場（分野・

用途）への進出，海外産地等，既存市場の新規顧客の獲

得を支援するため，①技術シーズを最適な市場に向けて

商品化する企画デザイン支援，②これまで研究開発した

技術シーズを製品開発の現場で活用するためのツール開

発の 2 点を 3 年間に渡り行う．本研究はこれらを通して

これまで行ってきた研究成果の地域企業への技術移転を

本格的に行い，市場化まで誘導することで，本県織物産

業の競争力を強化することを目指す．本稿では 1年次に

実施した①，②の内容について次章以降に記す． 

 

2. 技術シーズを活用した企画デザイン支援 

2－1 技術シーズについて 

 本稿ではこれまでの研究で開発した以下の技術を技術

シーズとして総称する．技術シーズは単独，または組み

合わせて用いられる． 

(1) 織物ディザ法 1） 

 織物組織をベースとして考案ステッピングディザマス

クによる画像の二値化手法．入力画像の輝度に応じた織 

 

*1 山梨大学 

物組織に変換する手法．（特許 5311092 号「ジャカード

織物の製造方法」） 

(2) 拡張誤差拡散 2） 

 織物ディザ法に誤差拡散法 3)を導入し入力画像の情報

をより鮮明に再現する手法．（特許 6152520 号「ジャカ

ード織物パターンの生成方法，装置およびプログラ

ム」） 

(3) OS ディザ法及び RSS ディザ法 4),5） 

 織物ディザ法でのステッピングディザマスクの繰り返

しに起因する規則的なアーティファクト発生を低減化し，

スムースな階調変化を実現する手法． 

(4) TVR ディザ法 5),6） 

 織物ディザ法の二値化プロセスで閾値配列よりも入力

画像の輝度保存を優先するアルゴリズムを導入し，微細

構造の再現性を高める手法． 

(5) 変則繻子を上記(1)～(4) に適用する手法 7),8）． 

(6) デジタル・スティーブングラフ 7),8) 

歴史的なスティーブングラフで用いられた組織変化パ

ターンを織物ディザ法に適用し，織物構造の緊密性を保

ったまま明暗コントラストを拡張する手法． 

(7) 異なる織物組織パターンの併用時に境界部分のアー

ティファクトを除去する手法 2）． 

(8) 3 色以上の色糸を用いるとき織物上に最も良くカラ

ー画像を再現する配色を選択する手法 4）．（特願 2016-

015779 号「ジャカード織物多色織パターンの生成方法，

装置およびプログラム」） 

2－2 トレンドユニオンによるディレクション 

 技術シーズを用いた新商品開発を行うにあたって，フ

ランスのトレンド情報会社トレンドユニオン（TREND 



 

 

UNION，パリ） にディレクションを委託し，新市場開

拓に向けた方向性やコンセプトについて，今年度以降の

試作開発に反映してゆくためのトレンド情報等に基づく

情報を得た．ディレクションの委託にあたっては，技術

シーズの特長や位置付けを試織生地と図 1 に示すような

シートを用いてプレゼンテーションを行った．プレゼン

テーションは 2018年 12 月，ホテルオークラにてトレン

ドユニオン代表のリー・エデルコート氏，同社アメリカ

支社代表のフィリップ・フィマーノ氏に対して行った． 

 トレンドユニオンによるディレクション内容を記した

ドキュメントの一部を図 2 に示す．これらは 2 年次以降，

新商品開発に向けた試作を産地企業とともに行う上での

指針とし活用してゆく． 

 

 

 

図 1 技術シーズに関するプレゼンシート 

 

 

図 2 トレンドユニオンによるディレクションシート 

 

2－3 商品開発と市場投入 

 傘地及び服地の ODM メーカーで自社商品の卸・直販

事業も行う(株)槙田商店（南都留郡西桂町）より，自社

商品開発に技術シーズを活かす要望を受け，同社ととも

に晴雨兼用傘「こもれび」を開発した．技術シーズとし

ては織物ディザ法を基礎に拡張誤差拡散法を併用した．

製品デザインは図 3に示すように，これまで実現が困難

だった緩やかなグラデーションのみで構成された図案と

し，技術シーズの特長が最も良く活かされるよう配慮し

た． 

 

 

図 3 「こもれび」buna（左）と kaede（右） 

 

 「こもれび」は 2 柄×4 色展開で，市場小売価格

13,000 円（税別）にて 2018 年 5 月 15 日に発売された．

販売ルートは自社ショップ及び自社通販サイト，また八

ヶ岳倶楽部（北杜市）などでのイベントショップであっ

た． 

 なお「こもれび」は県保有及び県と山梨大学の共同保

有特許に含まれる技術シーズを活用しているため，特許

実施許諾契約に基づいて生産が行われている． 

2－4 試作品の開発 

 「こもれび」同様に技術シーズを活かした生地製品の

市場化を目指す取り組みとして，服地素材に着目して産

地企業の企画・デザイン担当者とともに新規織物の企画

及び試作品開発を行った．主要な生地用途として服地を

選んだ理由は，服地には当産地の特長である先染ジャカ

ード織物の技術を活かした高付加価値の生地が多く技術

シーズを活かしやすい分野であることと，海外高級衣料

品ブランドを対象とした販路開拓事業として現在，山梨

県絹人繊織物工業組合がミラノウニカ展（イタリア・ミ

ラノ）へのブース出展を継続実施しているため，市場の

評価が得やすく，また市場化につながる可能性が高いた

めである． 

 ミラノウニカ展への出展予定のある産地企業 4社とと

もに，図 4 及び表 1に示すような試作品製作を行った． 

 



 

 

 

図 4 試作品 

 



 

 

 

図 4 試作品 

 



 

 

表 1 試作品の一覧 

番号 用途 柄の特長 素材

(株)前田源商店 （ 服地・ 雑貨地／富士吉田市）

MG-A 服地向け 絞り 染め風 C， Li

MG-B 服地向け 山並み C， Li， W

MG-C 服地向け 斜線 C， Li， W

MG-D 服地向け ぼかし モザイ ク C， Li， W

 (株)槙田商店 （ 傘地・ 服地／南都留郡西桂町）

MK-A 服地向け 木漏れ日（ リ ピート 付） Pe， Cu

MK-B 傘地向け 森林イ メ ージ Pe

MK-C 傘地向け 波紋イ メ ージ Pe

宮下織物(株)  （ 服地・ 雑貨地／富士吉田市）

MS-A 服地向け ブロッ ク チェ ッ ク （ 大） Pe

MS-B 服地向け ブロッ ク チェ ッ ク （ 小） Pe

MS-C 服地向け ぼかし 立体（ 大） Pe

MS-D 服地向け ぼかし 立体（ 小） Pe

渡縫織物(株)  （ 服地／富士吉田市）

W N-A 服地向け ブラ イ ンド から こ ぼれる光 Pe

W N-B 服地向け 奥行き のあるアーガイ ル Pe， Cu， W ， C

W N-C 服地向け 水玉の影 Pe， Cu， W ， C

（Pe:ポリエステル，Cu:キュプラ，W:ウール，Li:リネン，C:綿） 

 

2－5 試作品による市場開拓の試み 

 試作品のうち表 1 の MK-A，WN-A については，海外

市場開拓の試みとして 2019 年 2 月にイタリア（ミラ

ノ）で開催された衣料ブランドバイヤー向け生地展示会

ミラノウニカに出展した山梨県絹人繊織物工業組合

（(株)槙田商店，渡縫織物(株) 2 社の合同）ブース内に

おいて，図 5 に示すように KOMOREBI JACQUARD と

名付けた企画展示コーナーを設けて展示を行った． 

 

 

図5 ミラノウニカ展での企画展示コーナー 

 

3. デザイン支援ツールの作成 

 技術シーズを産地企業の企画・デザイン業務に導入す

るためのツールとして，アプリケーションソフトのプロ

トタイプを図 6 に示すように作成し，操作性を含めた機

能向上のための評価を行った．現段階では技術シーズの

一部のみを実装した段階だが，今後は企業の現場担当者

の操作性などの意見を反映しつつ統合してゆく． 

 なお前章で示した試作では，技術シーズを実行するプ

ログラムにより生成した結果を産地企業に提供していた．

今後はプログラムの実行処理を含めて産地企業の現場で

実施し，技術シーズを活用した新商品開発が企業内で完

結可能となることを目指す． 

 

 

図6 アプリケーションソフトのプロトタイプ 

 

4. 考 察 

 これまでに行った様々な研究開発で得られた技術シー

ズは，有用性を論文や研究発表の形で示すだけでは中小

零細規模の企業が有効活用することは難しいものが少な

くなかった．その理由は，技術シーズを活用するための

金銭的コストが大きい，実現に要する知識やノウハウが

不足している，技術を使う具体的な用途が見いだせない，

技術論文を活用する経験がない，など様々な要因が考え

られる．そうした状況を踏まえ，本研究は，新たな技術

シーズを開発すること以上に，技術シーズを産地企業が

競争力強化の武器として活用できる状態の実現を目指す

ものである．そうした目的のもと，活用へのハードルを

下げるために考慮したのは次のような点である． 

4－1 技術とデザインについて 

 ある技術が何に貢献するかには，省力化や高速化など

様々な要素があるが，本研究で扱う技術シーズは，織物

の外観や風合いを改善し，あるいはこれまでになかった

表現手法を与えるものである．そのため，技術を使う目

的は，これまでになかった外観や風合いを持つ新商品の

実現，すなわち製品デザインというプロセスの向上に資

することと導かれる．本研究に求められるのは，技術シ

ーズをどのような形で製品デザインプロセスに活かすこ

とができるかを最適化する研究開発であるといえる．よ

り具体的に言えば，産地企業の顧客となるバイヤーのニ

ーズと，産地企業の個性や得意技術を考慮しながら，技

術シーズをどのように活かせば商品価値を最大化できる

かという最適化の研究開発である． 

 本研究で商品及び試作品を産地企業とともに企画する

際には，技術シーズの特長を理解し，また企業の持つ個

性を把握し，それらに対して最適なデザインモチーフの

方向性を探索することが求められた．このときそれぞれ



 

 

の企業が過去に行ってきた製品開発の蓄積や，トレンド

ユニオンから得たディレクションやアドバイスは大いに

役立つものであった． 

4－2 デザインの評価について 

 ある製品デザインが適切なものかのどうかは，その製

品デザインの主たる目的が何かによって異なるが，本研

究の場合は，織物製品の外観に作用する技術シーズがバ

イヤーにとっての製品価値につながっているかどうかに

よって主に測られることになる．こうした評価は他の工

学技術分野と異なり，客観的な評価を得ることが難しい．

なぜなら十分に客観的で高精度な評価をするためには，

現実世界の市場に対して実験や試験を行わなければなら

ないからである．そうした意味で，本研究の実施におい

ては，産地企業や組合の協力のもと，国内外の消費者や

バイヤーからの評価を得ることができたことは幸運であ

った． 

4－3 まとめ 

 技術シーズを活かし市場投入に至った晴雨兼用傘「こ

もれび」は，消費者の反応が好調だったため 9 月には同

柄・同配色での折り畳み傘のバージョンの新商品を追加

し，また生地の増産も行われ，同社の予想を上回る販売

実績を得ることができた． 

 本研究の一年次では作製した試作品のうち 2 点のみで

あったが，ミラノウニカ展で展示を行った結果，海外衣

料品ブランドバイヤーから，独自技術によるスムースな

階調変化を実現した試作品について，従来の先染ジャカ

ード織物では見られない独特な色のニュアンスが感じら

れる，などのコメントと評価を得ることができた．また

バイヤーによるサンプル生地送付のリクエストを意味す

るピックアップ数では，展示会に出品した生地数十種の

うち(株)槙田商店では MK-A が 1 位，渡縫織物(株)では

WN-A が 2 位を数えるなど，高い評価を得ることができ

た． 

  

5. 結 言 

 技術シーズを活かした商品及び試作品開発について，

商品「こもれび」及び試作品 MK-A，WN-A で高い評価

が得られ，手法の妥当性が確認できた．今後は試作を担

う企業数の増加，商品及び生地製品の幅を広げるととも

に，技術シーズを企業の商品開発現場で活用するツール

としてアプリケーションソフトの開発を進めていく．な

お MK-A，WN-A 以外の試作品については 2019 年 3 月

現在では未発表であるが，2019 年 7 月に予定されるミ

ラノウニカ展で出品予定であり，引き続き市場評価と市

場化への取り組みを進めてゆく． 
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